
Japan Society of Research on Early Childhood Care and Education

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Researoh 　on 　Early 　Childhood 　Care 　and 　Eduoation

187

盲学校 1こお け る幼児教育の 歴 史 と今後 の 課 題
瞬 立 の 盲学校 に おけ る 「初等部予科」 か らの 発 展 をふまえて

　 o 高見 節 子

（筑波大学附属盲学校）

　日 本 の 盲学校 は 明治 11（1878）年京都盲唖院 と明

治 13年 楽善会訓盲院（明 治 18 年 よ り文部省直轄校、

後東京盲学校等 に 改称） か ら発 展 す る が、盲学校数

はそ の後少 しず つ 全国的 に 増加 し て い っ た。そ して

視覚障害児 の 教 育 に携 わ る 関係者は 早 くか ら早期教

育 の 必要性 を 実感 して い た。し か し、盲学校 に 正 式

な形態 で 幼児教育が始 ま っ た の は、大正 13（1924）

年 の 横浜 訓 盲院 と昭和 2 （1927）年 の 東京盲学校に初

等部予科が設置された こ とに よ る 。

　視覚障害児の 早 期教 育の 充実に は こ の 後長 い 歳月

を要す る こ と と な る が
、

21 世紀 の 障害 児 教育 は 学

校教育全体 の 中で 新 しい 発展 が予想 され るの で 、こ

れ ま で の 歴 史 と今後 の 課題 を検討す る こ と は意義あ

る もの と思われ る。

1 。初等部予科 の 時代

　盲学校 の 初等部予 科は 府県 に 盲学校 と聾唖 学校の

設置義務 を課 す こ ととな っ た 盲学校及 聾 唖 学 校 令

1923 （大正 12）年 の 「第 七 條
………盲学校及聾 唖

学校二 豫科
……ヲ 置 ク コ トヲ 得 」 の 規定 に 基 づ い た

もの で 、昭和 10年 11月 刊 の 『東京 盲学校六 1．年史』

に 「昭 和 2 年 9 月 10 日 今学期 より幼稚園 を開始す 。 」

と あ る 。 初等部予科は 全国 の い くつ か の 盲学校 で も

臨時の 設置があ っ たよ うだ が 、制度的 に 確 か な運営

が な され て い た の は 東京盲学校 の み で あ っ た。

　 東京盲学校の 豫科規程 を見 る と

　　第四十七 条 予 科 ハ 男女幼 児 ノ盲学校初等部 へ 入

　　学準備 の 為 二 保育ヲ受 ケ ン トス ル 者 ノ 為 二 設 ク

　 第四 十八 条 幼児 ノ 入学 年齢ハ 満 五 歳 前後 トス 但

　　 シ 発 育不 十 分ナル 幼児 ハ 満儿歳 マ デ収容 ス ル コ

　　 トヲ 得

とあ り、予 科は 幼児教 育 よりも初等部の 準備教 育 が

目指 され て い た 。指導内容 に つ い て は

　 第四十 九 条 保育科 目ハ 談話 、直観 、手 技 、遊戯

　　 並 二 体操 、唱歌 トス

と され 、『幼稚 園令施行規則』（大正 15 年） の

　 第二 条　幼稚園 の 保 育項 目ハ 遊技、唱歌、観 察、

　　 談話、手 技等 トス

と比 べ る と、直観 と体操 に 特色が 見 られ る。

　 そ し て 「保 母 ハ 初等部予科幼児 ノ 保 育ヲ掌ル 」 と

猪平 眞理

（宮城教育大学）

して 予科 の 担 当者 も配 し た もの で あ っ た 。

　こ の 東京盲学校初等部予科 の 昭和 2 〜 18 年 の 在

籍児 は 、毎年度 2 〜 10 名 、年齢は 4 〜 9 歳児 で 6

歳児 が 最も多く 、 全体的 に 過年児 の 率 が 高 か っ た e

した が っ て 実質的 に も指導内容 に初等部 の 準備学習

を求め られ て い た の で あ る。また、こ の こ ろ は眺び

級や 2 年在籍な ど もあ り 、 初等部 予 科 の 修 了者名簿

は 昭和 18年度 まで に在籍者数よ り少 ない 86名 の 記

載 が あ っ た。そ して 昭和 16 年 に は保母 の 定員が 1

名 か ら 3 名に増員され て い る。

2 ．幼稚部 の 設置と拡 大

　第 二 次 大 戦 後 は 昭 和 22 年 に 公 布 され た学校教育

法 に よ り制度が確立 され、盲学校 に 幼稚部 が 置か れ

た が 、昭和 23 年度 よ り盲 ・聾学校 の 義務制が学年

進行 で 進 め られ た た め 、なか なか幼児 の 方 まで 手が

回 らな い 状況 で あ っ た 。 し か し、昭和 27 年度に は

京都府 立盲学校、昭和 37 年度 に は大阪市立盲学校

で 幼稚部 の 開設 が あ り、昭和 40 年 度 以 降 は Tablel

の よ うに 設置 が相次 い で 見 られ る よ うに な っ た。

　 　 　 　 　 Teblel 全国盲 学 校幼稚 部及 び

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 T 盲学 校 幼稚 部 在籍 児 数

年　　度 設置校 全国 丁校

（匸963）S．384 ！43
393 80
404246
4L4343
4z43D7
436404
44 聖0516

（197σ）S4514839
妬 18978
4722 麹327
48z8i505
49332i ＆ 4
5039243 ＊　3
51422408
52452708
53452273
54 届 1932

q980＞S5545Is94
5645B65
5745 」923
5＆ 49 ［722

59511923
60481946
61 妬 1756
62471 呂96

6349 互s2 ※ 6
〔1鴨 9）H 元 鱗 互897

245 且936
34519 凪 爭

4492076

546219 呂

64 ， 2 堊84
749214L ユ

巳 47 夏969

9 覗 211 且0
Io 糾 21＆ L2

塾嚢 46238lo

（2000 ）H124 且 22810

（学校基本調査 報告書等 よ り）
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　盲学校幼稚部 の 教育内容は 基本的 に は 学校教 育法

第 77 条 、78 条 （幼稚 園 の 目的 、同 目標） に 基 づ き、

幼 稚園教 育要領 に準 じ て 行われる もの とな っ た。

　東京盲学校は 国 立 盲教育学校 、同附属 盲学校 を 経

て 昭和 26 年 に は東京教育大学の組織に移行 し た 。

戦後幼稚部は 入 学を希望する幼児が い る年度 の み置

か れ る と い う状態 で あ っ た が 、昭 和 38 年度 か らは

本格的な設置 と な っ た。

3 ．入学年齢の 繰 り下 げと重複障害児へ の 対応

　盲学校 に 設置され る幼稚部は順調 に 増加 し、全国

の幼稚部在籍児 数 は 昭和 52年度 に 最高数 を示 した。

しか し、盲学校在籍者数 の 激減 と合わ せ て そ の 後 の

幼児数は 減少 を表 し 、 開設 が あ っ た盲学校 で も入 学

希望者が なく休部に な る場合 も見られ る よ うに な っ

た 。 幼稚部の 入学は当初 に は 4 歳児 が 多 か っ た が、

3 歳児学級 の 増設 もあ っ て 総在籍児数は 200 人程度

を保 つ 状態が続 い て い る。

　 なお 、唯
一

の 国立 で あ る筑波大学附属盲学校 （昭

和 53 年度東京教育大学よ り移行） で は 昭和 50年度

より 4 歳児学級増設 、教員 2 名加配 〔Tablel ＊ 自］）、

昭和 63 年度 よ り 3 歳児入学許 可 （※ 印）があ っ た 。

　 ま た 、知的障 害 との 重複障害児の存在 は 以 前 か ら

視覚障害児 に お ける出現率 の 高さが指摘 され る と こ

ろ で あ っ たが、未熟児網膜症 の 事例 に は高率 に 出現

し、幼稚部で は 早 くか らそ の 対応 が 求 め られ た。そ

して 重複障害 も さ ら に 重度化 が 進 む よ うに な っ た 。

　 国 立 の 盲学校は唯
一

自由募集校 として 対象児は単

一
の 視覚障害児に 限 っ て い たが、幼稚部 で は昭和 54

年度 か ら重複障害児 の 入 学 が 始 ま っ た。在籍 児 の 障

害の状況 は Tabie　2 の とお りで あ る。

　 　 　 　 　 Table2　 T 校 幼 稚 部 在籍児 の 障 害の 状況

年度 単 重 　　 籍
昭　54年 （1979 ） 112

昭和55　 （1980） 314
昭和56年 （1981 ＞ 235

昭 和57年 （1982 ＞ 033

昭和58年 （1983 ） o22

59　 （1984） 2 ↑ 3

昭 和60　 （1985 ） 336
61　 （1986 ） 246

昭和62　 （1987） 246

昭　63　 α 988＞ 246
平 　 1年 （1989｝ 43 フ

平 　 2年 （199   246

平 　 3　 （！991） 369

平
’
4年 （重992＞ 336

平 成 5年 （1993＞ 358

平 　 6年 （1994） 224

平 　 7年 （1995） 7613

平 成8　 （1996） 639

平 成9　 （1997） 7310

平 　10年 （199B） 8412

平 　1可年 G999） 5510

平 成12年 （20DO ＞ 55 亨〔｝

　
一

方 、平成 元 （1989）年 に は 「盲学校、聾学校及 び

養護学校幼稚部教育要領 」 が 告示 され 、平成 2 年度

か ら特殊教育諸学校独 自の 基準 に 基 づ く指導が実施

され る よ うに な っ た。

4 ．幼稚 園
・
保育所 との連携

　視覚障害児 の 統合教育は 昭和 50 年 代 に 拡大 し て

い っ た。と く に 幼児 の 段階 は 教科学習の 課題 が な い

た め 、一・
般 の 幼稚園や保 育所に多くの 視 覚障害 の あ

る幼児が入園す る よ うに な っ た。また、盲学校 の 幼

稚部で 障害 へ の 専門的な指導を 受 けつ つ 幼稚園や保

育所 に も通 うと い う両者 の 教育を受け る 幼児も増

え、平 成 3 （1991） 年 度 の 全 国 盲学校 調 査 （猪 平）

で は こ うした ケ ース が 総在籍幼児 の 四 分 の
一

に も及

ん で い る 実態が把握された。筑波大学附属審学校で

の こ うし た 傾向 を FEg．1 で み る こ とが で きる。

　　 　　 Figl　 T 盲学校幼児 が幼稚 園，保 育所 の

人数 　　　　　　指 導 を 受け る （連鐫）ケ
ー

ス 数

　 14
　 　 　 　 i−○

一在籍 数

　ll　 　
＋ 達携 敬

　　：

　　盞
　 　 o
　 　 年 紹 昭 昭 昭 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平

　　 度
和 和 和 和 成 成 成 成 賎 成 戚 成 戍 成 球・戍

　 　 　 6　 6　 6　 6　 1　 2　 3　 4　 5　 6　 ？　 5　 9　 i　 l　 l
　 　 　 O　 1　 2　 3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0　 1　 2

5 ． O 歳児か ら の 教育相談活動

　盲学校の 教育相談は 大切 な教育活 動 の
一

っ とい え

る。視覚障害幼児 の 教 育相談は以前 に は盲学校入学

の 日的 が主体 で あ っ たが、近年 は 全国的 に 育児 に 関

す る 内容が求 め られ る よ うに な っ た。とく に幼稚部

設置校 で は 0 歳児か らの 乳幼児 へ の 対応 を し、医療

機 関 との 連携 もされ る よ うに なっ た。

　 こ う し た 動 き に 平成 11 年 3 月改訂 の 盲学校、聾

学校及び養護 学校幼稚 部教 育要領に も3 歳未満乳幼

児 の 早 期か らの 適切な対応 を推進 し、障害児 椙談 の

セ ン タ ーと して 役 割 を 果 た す 項 目が 盛 り 込 ま れ た。

6 ．今後の 課 題

　 盲学校 の 幼稚部は視覚障害児 の 育児相談や 統合保

育の 支援活 動、重度重複障害児 へ の 視覚専門指導な

ど地域 の 教 育セ ン タ
ー

と して の こ れ か らの 活 動範囲

は 大 きい 。今後 は そ う し た 指導内容や 方法 の 検討、

運営 の あ り方な どに カ が 注がれ る 必要が あ ろ う。そ

し て 盲学校 の 主要な活動 母体 と して 発 展を期待 した

い 。
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